
       

       愛媛十全医療学院 ソーシャルメディア＜取り扱い要領＞ 

 

目的 

 Instagram や Twitter、YouTube、ブログなどを用いて、利用者が情報を発信することにより形成され

るソーシャルメディアの普及が進み、情報伝達手段の一つとして広く活用されています。 

 ソーシャルメディアを利用することにより、一人ひとりが社会に向けて容易に情報を発信し、数多く

の情報を入手できる一方で、不適切な投稿が発信者の意図しない問題を引き起こし、社会に多大な影響

を与える場合があることはもとより、発信者自身が多大な影響を被ることもあります。 

 このため、ソーシャルメディアの利用に当たっては、利用者一人ひとりがソーシャルメディアの特性

や自らが負うべき責任を正しく理解する必要があります。 

 愛媛十全医療学院では、教職員・学生がソーシャルメディアを適切に利用し、効果的かつ安全に活用で

きるよう、ソーシャルメディアを利用する際の考え方や留意点をまとめたガイドラインを策定しました。 

 

定義及び対象 

 ソーシャルメディアとは、Instagram、Twitter、Facebook、YouTube、ブログ、掲示版・Q&A サイト

などに代表される、インターネット上で利用者が情報を発信することにより形成されるメディアのこと

を言います。 

 本ガイドラインは、愛媛十全医療学院の教職員と学生が、業務またはプライベートにかかわらず、ソー

シャルメディアを利用する行為を対象とします。 

 

指針 

１.法令遵守と権利の尊重 

 プライバシー、名誉、肖像権、著作権、商標権などの他者の権利や利益を不当に侵害することのないよ

う細心の注意を払い、関連する法令等を遵守しましょう。 

 

２.ソーシャルメディアの特性と各メディア運用ルールの理解 

  ソーシャルメディアは公の場であるという意識を持ち、投稿された情報は様々な背景や考え方を持

つ不特定多数の利用者の目に触れることを認識しましょう。 

  また、各メディアによりＩＤ（実名・匿名）や情報開示範囲等の運用方法が異なり、変更されること

もあります。各メディアの利用規約や運用ルール・文化等を理解したうえで利用しましょう。 

 

３.情報の拡散性の配慮とプライバシー等の保護 

 発信した情報は様々な形で拡散される可能性があり、事後のコントロールは困難で、一度公開された

情報はインターネット上で完全には削除できません。このことを理解し、投稿する内容に責任を持ちま

しょう。また、自分と大切な関係者を守るために、自分自身のプライバシー保護に気をつけましょう。 

 

 



４.情報の影響力の考慮と誤解の回避 

 一人ひとりの情報発信が社会に対して少なからず影響を与えることを十分に認識し、的確な情報の発

信に努め、読み手の誤解を招くことのないように注意しましょう。 

 特に、本学院に関連する発信内容の場合には、「個人的な見解であり、愛媛十全医療学院の公式発表・

公式見解を示すものではない」ことを明記しましょう。 

 

５.機密情報の取り扱い 

 職務上知り得た守秘義務を要する情報、意思決定の過程にある未公開情報等の取扱いに注意しましょ

う。 

 

SNS を利用する前に以下のチェック項目を使って、本当に投稿しても問題ないか確認しましょう。 

 

□今から投稿する内容は、法令やモラルに反していませんか？ 

□今から投稿する内容は、他人の権利を侵害していませんか？ 

□今から投稿する情報や写真は、本当に全世界に公開しても構いませんか？ 

□今から投稿する情報や写真に関係する人たちに公開することの承諾を得ましたか？ 

□今から投稿する情報や写真は取り消すことができませんが、問題ありませんか？ 

□今から投稿する情報や写真が、今後会うであろう未来の友人に閲覧されても問題ありませんか？ 

□今から投稿する内容は、本当に誤解を招きませんか？ 

□今から投稿する内容は、あなたが守るべき守秘義務に反しませんか？ 

 

 

この要領は令和 4 年 7 月 1 日から実施する。 


